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令和７年度「学校教育診断アンケート」結果分析について 
 

向春の候、皆さまにおかれましてはますますご清祥のこととお慶び申しあげます。また、
平素より本校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 
さて、１２月に実施しました学校教育診断アンケートにつきまして、ご報告させていただ
きます。保護者の皆さまからのご回答率は今年度も約９０％と、高い回答率をいただき感
謝いたします。 
 

   以下に集計・分析結果をお伝えするとともに、いただきました貴重なご意見を真摯にう
けとめ、次年度への改善のため、教職員一同さらなる努力を積んでまいりたいと存じます。 

 

 

 

 

 

 

     
 

 

  

 

 

 

 

 

 

  今年度、学校教育目標を改訂いたしました。４月の休日参観日には、保護者説明会を
行い「学校教育目標」や「教育方針」を保護者の皆様にお伝えさせていただいたことも
あり、約８割の皆さまから学校教育目標を知っているとの肯定的な回答をいただきました。 
今後も皆さまとともに目標達成へ向けて邁進してまいります。「幸せな学校づくり」は、私
の学校経営理念、経営ビジョンです。幸せな学校は幸せな子どもと幸せな大人がつくる！ 
それは、「一人ひとりを大切に誰一人も取り残さない」ことであると、 全教職員で確認し、
全教職員が一丸となり学校づくりに努めております。約９の肯定的回答をいただき、大変
嬉しく思います。重点取組においては９７％の肯定的回答をいただきました。今後も期待
に応えられるよう、多様な性、多様な国籍や文化背景、障がいの有無に関わらず、違いを
認め合い、尊重し合える関係づくりと自ら伝える（表現）ことができる力を育みます。 

保 学校は一人ひとりを大切に、 
誰一人も取り残さない幸せ 
な学校づくりに努めている 

 

保 重点取組であるインクルーシ 
ブ教育・多様性教育や「子ども 
が自ら学び考え発信する力」は 
大切だと感じる 

回答は４択     保護者→保  １．２年生→低  ３．４．５．６年生→中高 

  とてもそう思う             そう思う   

思わない             まったく思わない  

 

保 学校教育目標を知っている  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「学校へ行くのが楽しい」の設問では低学年は９割以上、中高学年では約９割の子ど
もたちが肯定的回答をしています。保護者の皆さまからも９割以上の肯定的回答をいた
だきました。学校が楽しくてこそ幸せな学校です。子どもたちの意欲や達成感も育めませ
ん。「明日も学校行きたいなあ」「学校に行くのが楽しみだなあ」と、子どもたちのつぶや
きが増えるような学校をめざします。 
 
 

 

  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記のグラフは、授業中での直接的なことをまとめたものです。全学年の子どもたち
が、授業はわかりやすいと、９割以上の肯定的回答をしています。一方で低学年は「授業
中、たくさん発表する」７割強、中高学年は「授業で自分の思いや考えを伝えることがで
きる」８割強の肯定的回答率です。昨年度よりアップはしているものの、「自分の言葉で
伝えること」「自分の意見を述べること」は、これからの社会で重要とされます。 
何よりも挙手をして発表することが良いとは考えておりませんが、コミュニケーション能
力は必要です。子どもたちへは、「生きる力」として「話すこと」「発表すること」「まとめる
こと」「プレゼンできること」などの資質・能力をつけたいと思います。 
  保護者の皆さまからの「授業づくり」については、高い肯定的回答で、９６％いただきま
した。ありがとうございます。 

低 学校へ行くのが楽しい  中高 学校へ行くのが楽しい  保 子どもは学校へくのを 
楽しみにしている 

 

低 授業はわかりやすい 
中高 先生は工夫をしているので 

授業がわかりやすい 

保 教職員はわかりやすい 
授業・工夫された授業 
づくりに努めている 

低 授業中、たくさん発表する 

 

中高 授業で自分の思いや考えを伝えることができる 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
低学年、中高学年、保護者の皆さますべて、９６％の肯定的回答でした。やはり、子ども
たちが自分たち自身で、楽しみながらつくりあげていく行事は、やりがいがあるのでしょう。
私たちもその教育過程（プロセス）を通して、子どもたちの資質・能力を育んでいます。 
特に高学年は宿泊活動や清掃活動において、積極性や責任感が必要であり、充実し
た内容をクリエイトする場合、必ず大人の力を必要とする場面があります。そんなときは、
「先生たち（大人）の力を借りよう」と考え、人を活用しようとする能力が求められます。
「手伝ってほしい」「助けてほしい」「教えてほしい」と、アウトプットできることも大切です。 

保 子どもは特別活動（学校行事 
児童会行事・清掃活動・校外 
学習・体験学習・宿泊学習） 
を通じて自主性や実践力が 
育っていると感じる 

左記、２つの項目は重点 
取組の１つです。 
「学びへ向かう子どもの姿」
として、本校が力を入れてき
た内容であり、今後も育んで
いくべきものです。 
 『エージェンシー』に係る項
目で、低学年９１％中高学年
８３％の肯定的回答です。 
下段の項目は低学年９２％、
中高学年８７％の肯定的回
答となりました。 
 本校の学校教育目標でも
ある「自分の力で生きる子」
をめざして、自己調整力や
持続可能な生き方を進めて
いく取組みです。 

中高 自ら学ぼうとしている 
   自ら探究している 

  

低 自分から学ぼうとしている 
  自分から考えようとしている 

 

中高 「エージェンシー」を 
   頑張ろうとしいている 

低 「エージェンシー」を 
がんばっている 

低 運動会や音楽会、遠足 
などの行事は楽しい 

中高 運動会や音楽会、遠足や 
宿泊学習などの行事は 
楽しくやりがいがある 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
  低学年では９８％、中高学年では９７％の子どもたちが「先生はわたしたちの意見や話 
を聞いてくれる」と回答しています。中高学年においては昨年度より４％アップしました。 
一人ひとりの子どもを大切に丁寧な対応を心がけてきたことの成果だと嬉しく思いま
す。これに胡坐をかくことなく、子どもたちの心に届く働きかけを続けてまいります。 
「担任の先生以外に相談できる先生がいる」の肯定的回答は８割強で、今年度も１割
強の子どもたちが担任以外には相談しにくいことがわかりました。今後も様々な場面で、
「どの先生に相談してもいい。誰に助けを求めてもいい。先生たちは決して一人も見捨て
ないよ」と、伝え続け、たくさんの教員が子どもたちと積極的に関わるよう努めます。 
「安心できる場所がある」でも８割強の肯定的回答でした。相談できる相手と相談で
きる場所は、共通するところがあるのだと感じています。子どもたちとの信頼関係を築くと
ともに、環境づくりも大切であると考えております。皆さまからは、２つの項目ともに９割と
高い肯定的回答をいただきました。信頼を裏切ることのない「チーム青小」を築きます。 

保 教職員は子どものこと
を理解している 低 先生はわたしたちの話を 

聞いてくれる 

中高 先生はわたしたちの 
意見や話を聞いてくれる 

低 担任の先生以外に相談 
できる先生がいる 

中高 担任の先生以外に 
相談できる先生がいる 

保 子どものことについて、 
気軽に教職員に相談できる 

低 学校には安心できる場所がある 中高 学校には安心できる場所がある 



 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この項目は学校（教職員）として、子どもたちが学校生活を送るうえで、基本であり、 
当 然であり、必然であると考えています。低学年９６％、中高学年９７%の高い肯定的回
答率でした。私たち教職員は子どもたちの様子にアンテナを高くし、愛情を持って関わる
ことで「褒める」「理解する」「認める」「アドバイス」「注意する」「叱る」などに現れます。 
そこに、信頼関係があれば、子どもたちはきっと『エージェンシー』を生み出し、一歩前へ
進んでいけると、私たちは信じています。 
  前ページの項目と合わせて、学校に居る大人が、子どもたちにとって「信頼できる人」
であるように、今後も誠心誠意努めてまいります。 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

低「みんなちがって 
みんないい」と思う 

中高 お互いを大切にする 
ことや命の尊さを 
学んでいる 

低 友だちを大切にすることや 
命を大切にすることを 
学んでいる 

低 先生は頑張ったことをわかってくれるし 
いけないことを注意してくれる 

中高 先生は努力したことを認めてくれたり 
いけないことを注意してくれたりする 

中高「みんなちがって 
みんないい」と思う 

 

互いを大切にすること、命の 
重さを知り、命の尊さに気づ 
くことは、人々がともに暮らす 
中で最も大切なことです。 
低学年９７％、中高学年９８％ 
という、高い肯定的回答率で 
あったことに、甘んじることな 
く、１００％をめざしたいと考え 
ます。 
「みんなちがってみんないい」 
の項目においても、低学年は 
９６％、中高学年は９７％と、
今年度、本校が重きを置いて
きた人権教育や多様性教育
の重点取組に成果が出たと
感じています。 
 
 



 
 
 
 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
「いじめはどんな理由があってもしてはいけないと思う」この肯定的回答率は、低学年
９８％、中高学年９９％と、全項目の中で１番高いものとなっています。今年度の教育活動
の成果と言えます。ただ、保護者の皆さまからは８８％と、子どもたちの肯定的回答率ま
で至っておりません。「いじめ」が生起した場合、必ず関係する子どもの保護者さまへ連
絡いたします。その対応過程や解決に至るまでの対策を、保護者さまに提示し、相談しな
がら進めております。このアンケートの結果を踏まえて、さらに丁寧な説明とご理解をいた
だくべく、取組み内容を吟味する必要があると感じております。 

 
子どもたちは「いじめをしてはいけない」と、わかっています。しかしながら、ついつい出
た言動から、いじめに発展することも多々あります。悪気はない、いじめるつもりはなくとも、
相手が「傷つく」ことになりうる行為はどのようなものか、考えなくてはいけません。そこで、 
トラブルにならないようなスキルの獲得を学んでほしいと思っています。 
まずは、普段の会話や対話をするときのスキルです。聴くときはあたたかい聴き方をす
る、話すときはやさしい話し方をする。すべての場面で「あたたかい聴き方、やさしい話し
方」ができることをめざしています。この項目は低学年では９割強、中高学年では９割弱
の肯定的回答でしたが、さらに追求していきたいと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 

中高 あたたかい聴き方、やさしい話し方が 
できている 

保 学校はいじめのない学校 
づくりに取り組んでいる 低 いじめはしてはいけない

と思う 

中高  いじめはどんな理由が 
あってもしてはいけない
と思う 

低 あたたかい聴き方、やさしい話し方が 
できている 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  この項目は自尊感情や自己肯定感と密接に関係があります。今年度、肯定的回答が
昨年度よりアップしました。 低学年９１％→９５％ 中高学年７９％→８５％ 
子どもたちから「自分なんて・・・」「どうせ・・・」そんな言葉を聞くと悲しくなります。きっ
と保護者の皆さまも同じように感じていると思うのです。学校は自己有用感も含め、一人
ひとりの存在（あなた）にステキなところがある。それはオンリーワンであり、ナンバーワン
であると、伝え続けていく必要があると感じています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記項目のアンケート結果は低学年９８％、中高学年９６％と、肯定的回答率です。 

  今年度、「学校の決まりを守っている」から「学校の決まりは大切だと思う」の項目に 
変えて設問しました。理由は以下の２つ。 
① 学校を創るのは大人だけじゃない、自分たちもその一員であると意識してほしい。 
② 子どもたちは「学校の決まり（ルール）」について、どう考えているか知りたい。 

  このアンケートから、子どもたちは「学校の決まり」を必要としていることが見えました。 
ただ、こんな姿もよく見ます。「先生、○○持ってきていいの？」「△△で遊んでいいの？」  
学校での決まりは、みんなが安心・安全に過ごすための好ましい行動です。 
どの教職員も折に触れ、マナーやモラル、ルールの話をしてきています。楽しい学校生
活をおくるには、何が大切なのか、今後も子どもたちとともに考えていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中高 学校の決まりは大切だと思う 低 学校の決まりは大切だと思う 

中高 自分には良いところがあると思う 

 

低 自分には良いところがあると思う 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  本校では、緊急時（有事）に備え、日ごろから下足扉の施錠をしたり、教職員がトラン
シーバーを携帯したりして、対応できる手立てをとっております。本校の教室配置は、カニ
の足のように、体（中央）から横に開いていて、西側は２教室ずつと独特です。「不審者」
という観点がなかった６０年前は、ユニークで魅力ある建て方であったと思いますが、現
代社会においては、危機管理にかなり苦労するのが正直なところです。そんな懸念点を、
「チーム青小教職員団」で対策を講じています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   学校にあるミニ水田や畑は子どもたちがボランティアの方と一緒に造りました。現在
は、その田畑で同じくボランティアの方の力を借りて、農作物を育てています。（米・じゃが
いも・鳴門金時・玉ねぎ）育てた作物で料理を作ってパーティを開く学年もあったり、調理
実習に活用したり、６年生は玉ねぎを販売して売上金を記念制作の材料費にしました。 
  これらの体験活動はキャリア教育の一環でもあります。 
なかなか学校の職員だけでは実現できないことが多く、皆さまをはじめ、地域の方や
ボランティアの方のお力がなくては困難です。ただ、低学年では９５％、中高学年でも９割
弱の子どもたちが達成感を持っています。ぜひ今後も継続して活動できるよう、ご協力を
お願いいたします。地域で開催される青春祭やおもしろスポーツ、夏のお祭り「青フェス」
も、子どもたちには楽しみな催しとなっています。 
保護者の皆さまには、今年度も学校行事への参観、また今回も準備や片付けのお手
伝いなどの参画を賜り感謝しています。また、そのことを９８％の皆さまが有意義に感じて
くださることに、大感激しております。 

保 学校行事（参観懇談・オープン 
スクール・運動会・音楽会・児童 
会行事等）への参加や参画は有意 
義だと感じる 

低 地域のいろいろな行事 
に 参加するのは楽しい   

中高 地地域の行事に参加したり 
ボランティアの方と一緒に 
活動することは楽しい 

低 地震や火災がおこったとき 
  不審者が侵入したとき 
  どうしたらいいか学んでいる 

中高 地震や火災がおこったとき 
    不審者が侵入したとき、 

どうしたらいいか学んでいる 

   

 

保 学校は安心安全な学校生活を 
おくれるよう、危機管理に 
努めている 

   

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  今年度は、中高学年も９割以上の肯定的回答となり、給食を楽しみにしている子ども
たちがたくさんいます。お弁当持参の子どもたちもいますが、栄養満点の給食とともに、
昼食時間の喜びを味わいたいと感じます。さらに多様な食文化の学びも実施します。 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
  ９割の低学年が図書室に行きたいと思っていますが、中高学年においては、７割強と 
なっています。７割弱であった昨年度よりアップしたものの、まだまだ工夫を要します。 
読書支援員と連携し「読む」から「読みたい」と感じる魅力ある学校図書館（図書室）
づくりをめざします。保護者の皆さまからの肯定的回答は８割弱となりました。タブレット
が通常に活用できる今日、宿題の提示方や有り方も検討課題として考えています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  上記項目、左２つが９５％以上、３つめが８４％の肯定的回答です。互いに良き理解者
であり、良き相談者でありますよう、皆様とともに歩んでいきたいと願っております。 

保 学校は子どもの様子や教育活動について 
情報提供を行っている（懇談・通信・HP
のブログなど） 

保 学校は、保護者・地域の 
方々と連携・協力している 

保 子どもは家庭学習（宿題・自主 
学習・読書等）が、身についている 

低 図書室にたくさん 
行きたいと思う 

中高 給食はおいしく、楽しみにしている 低 給食はおいしく、楽しみにしている 

中高 図書室にたくさん 
行きたいと思う 

保 ＰＴＡ活動に協力 
参加している 



付記にて失礼いたします。 
 
  先日の「なかよし活動」（公園・遊園巡り）には、たくさんの保護者さまのご協力をいた
だき、ありがとうございました。お手伝い（ボランティア）参加をしていただいた皆さまより、
「感想」や「気づき」を頂戴しました。一部抜粋記載をするとともに、次年度へ活かします。 
   
・とても楽しい企画をありがとうございました。縦割りでの関わり方や上の学年との交流など、大切な

ことがたくさん詰まっていて良い機会だと思いました。 

・６年生にとって自信につながっていくと良いと思います。保護者にとっても、学校周りの公園を知る

良い機会となりました。準備にあたりありがとうございました！ 

・普段あまり行かない遊園を知る機会となり、縦割りの班での子供たちの様子を真近で見ることができ

たので良かったです。 

・クイズや地図の方も子供達を考えさせて、子供達が楽しく安全に活動できるよう先生方が工夫されて

いたことがよく分かりました。 

・本日はありがとうございました。楽しく参加できました！私も初めて行った公園もあり、子供たちも

地域を知るいい機会だったと思います。歩きっぱなしだったので、１年生は最後は疲れて、６年生も

班をまとめる責任感で最後は疲れてて、行動するにはちょうどいい限界の時間だったと思いました。 

・事前説明会に参加できず、当日は流れや注意点などが分からなかったので、可能であれば事前にでき

る限り細かい流れなどを送って頂いていたらイメージできたように思いました。来年も予定が合えば

また参加したいです。 

・たくさんの準備、様々な懸念事項が考えられ、先生方にとっては負担の大きいことがあるのに、子供た 

ちのために、とても良い企画・実行してくださったのは本当に嬉しく、ありがたく思っています。班の 

６年生はしっかりとメンバーをまとめてくれて、とても頼もしかったです。このような体験があれば

是非またご協力させていただきたいです。 

・複数のグループが一度に同じ公園や遊園に集まると、確認が分かりにくいと感じました。もし可能で

したら通過した公園でグループの名が書かれた簡単な目印をつけていただけたら分かり易いのではな

いかと思いました。 

・班のメンバーが今どこにいて、どのように動いているか見えづらかったので、通る公園で名簿をつけ

るなどあると良いと思いました。 

・今回の活動は自分たちの住んでいる地域について改めて知る良い体験となりました。クイズを取り入

れたことで、ただ歩いて見学するより、考えながら友達同士で相談しながら、楽しみながらも主体的

に活動する姿が印象的でした。 

・地域の方や保護者の皆様にご協力いただけたことも大きな成果の一つでありました。安全に活動でき

ただけでなく、地域とのつながりを深める機会にもなりました。こういったイベントはとても大変で

すが地域の方への愛着を持ち、人とのつながりを大切にしてほしいと感じました。 

・新しい行事という事で楽しみにしておりました。１年生〜６年生までいろいろな様子を知れました。

人数が今後増えて、維持続が難しいかもしれませんが毎年してほしいです。 

・活動を通して縦のつながりを大切にできて素敵な時間だなと思いました。日常で足を運ばない場所を

たくさん知ることができ貴重な機会をいただきました。代表の子供たちが答えを書き込むので、下級

生達は少し物足りなさを感じたので、皆でもっと協力できれば、さらに楽しめるのかなと思いました。 

・ルートや園に到着したあとでの自分の担当や１年生に先生が声をかけてくださったので助かりました。

先生の指示の理解も伝えやすいよう工夫されていたと思います。 

・私自身、自分の通学路以外の公園や道路を通るいい機会になったと思います。普段意識しない道路の

安全性などもいろいろと見れて良かったです。 
 
  昨年度、異学年交流とともに「次年度は三世代交流、四世代交流等、貴重な触れ合 
いを企画したい」という発信をいたしました。今年度、このような形で実現できたことは、 
「チーム青小（学校・家庭・地域）」の自慢です。 
今後も助け合い、支え合う「チーム青小」でありたいと考えております。 


